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遠隔からの分娩状況把握で、最適・最速対応を
Bluetoothをキーに、粘り強く業界の常識超える

　「かわい小物入れかな？」と思える
ような、ピンクと青の柔らかいカラー
の二つの端末。
　メロディ・インターナショナルの

「Melody i」は、妊娠22週から出生後 
7日未満までの周産期医療を充実さ
せ、妊婦と胎児を守るモバイル分娩
監視装置である。

減少し続ける産科医
妊婦を守るためにできることは？

　少子化の影響を受け、分娩に対応
できる産婦人科は減少を続けてい
る。2020年現在、15年間で30％以上
の減少だ（「日本産婦人科医会施設情
報調査2020」）。医療側は妊婦に何か
あれば時間を問わず対応が必要にな
り、特に小さな診療所では医師側の
負担も大きいのだ。

　離島はもちろん、市町村内に産院
がない地域も出ており、安心して出産
できる環境がなければ、さらに子ども
を産み育てにくい社会になってしまう。
　「周産期医療に欠かせない胎児モ
ニタリングを、いつでも実施可能にす
る方法はないか」─香川県に本社
を構えるメロディ・インターナショナル
は、産科医療の課題を乗り越えるべ

く、2015年に設立された。
　メロディ・インターナショナルの
Founder & CEOである尾形優子氏
は、次のように経緯を振り返る。
　「前職で電子カルテの開発に携わ
り、産婦人科の現状を知りました。香
川県は小さな県ですが島も多く、市内
の病院が分娩を取りやめてしまった
地域もあります。問題が発生したら遠
く離れた大病院へ搬送するしかない。
同様の例を東北や北海道でも伺い、
遠隔医療の必要性を強く感じました」
　産科診療においては、胎児の心拍数
と母親の子宮の内圧を分娩監視装置
という医療機器によって計測・把握する

（CTG）。病院でのモニタリングで初め
て異変が検知されるケースが多い。
　そこで分娩監視装置の測定器部分
をモバイル化し、必要なときにいつで
もどこでもCTGデータを得られ、遠

隔地の病院とも共有できるようにした
のが「Melody i」なのである。ピンク
が胎児用心拍計、青が外測陣痛計で
ある。
　測定データは微弱電波のBluetooth

（BLT）で計測用タブレットに送信。
集計データをクラウドに蓄積し、医
師・看護師・助産師が妊婦と離れた場
所にいても、結果を閲覧できるように
した。
　通信を伴うシステムの場合、身体へ
の影響が懸念されるが、Bluetoothの 
存在が実現のカギとなった。

通院負担減で安全な医療
発展途上国にもニーズ

　2019年の実用化後は、離島をはじ
め産科が不足する地域において、妊
婦の通院負担を軽減しつつ、健康状
態の適切な管理に貢献している。ま
た、救急搬送が必要になった際には、
救急車の中でCTGを把握することに
より、病院到着時の迅速な医療引継
ぎを実現した。
　医療施設が少ない発展途上国で
は、開発当時からニーズが高かった

「Melody i」の活用により、遠隔地に
いる医師との情報共有や地域の助産

師・看護師等によるケアが可能とな
り、妊産婦死亡率・周産期死亡率を
低下させている。
　2020 年からのコロナ禍において
は、接触を抑えた医療システムの1つ
として注目された。
　自宅でCTGを把握し医師と共有
すれば通院回数を減らせるし、妊婦
が新型コロナウイルスに感染した場
合も、患者を隔離した状態で測定が
できるからだ。医療従事者・妊婦双方
の安全・安心を向上させた。

「Melody i」のある出産へ
医療側の理解が進む

　医療機器は装置として病院に置か
れるもの─この先入観を乗り越え

るのは容易ではなかった。
　「コンセプトに賛同いただいた後
に、『それで本体はどこにあるのです
か』『測定値が機械から紙でプリントさ
れないと…』と言われてしまったり…」
　尾形社長は、医療の常識という壁
にぶつかりながらも根気よく事業を
推進した。Bluetoothの認証をはじめ
電気通信関係の手続きも初めての経
験。とまどうことも多かったという。
　それでもやり続けた背景には「『こ
れは良い、欲しい』と応援してくれた医
師の方々の存在があった」という。
　関係者の熱意と粘りで産科の遠隔
医療を前進させた「Melody i」。数年
後には、スタンダードな方法として定
着していることだろう。

対象分野 産科医療の充実

周産期遠隔医療プラットフォーム
「Melody i」
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活動良識・解決する課題 ・周産期医療、遠隔医療
・産科減少対策

テクノロジ・
デバイスキーワード

Bluetooth、医療機器の小型化、
クラウド、タブレット

図2　「Melody i」が貢献する分野の例

産科医療への
アクセス不良/悪化

奄美大島の病院での
活用の様子

・患者を隔離した状態で、または患者が自宅にいながら胎児心拍・陣痛の
 計測が可能 
・計測データを医師が離れた場所から確認可能 

通常通り通院して妊婦健診を受けることができない

通院しなくても妊婦と胎児の健康状態を把握できる

搬送中の適切な胎児管理と
病院到着時の迅速な引継ぎを実現

医療従事者・妊婦双方の感染リスクの低減と安心・安全な出産に大きく貢献

発展途上国の妊産婦死亡率・
周産期死亡率の低下に貢献

遠隔医療 救急医療

感染症等により直接妊婦に接触できない・接触を控えるべき状況でも妊婦健診が実施可能

小型・軽量なモバイル端末とモバイル通信網を活かし、
医療設備が整っていない地域でも妊婦健診を実施可能

新型コロナウイルス
感染拡大時

「Melody i」なら

コロナ禍における接触を控えた診断1

遠隔医療・救急医療での活用2

発展途上国での活用3

救急車内には分娩監
視装置がなく、胎児の
状態が把握できない

産科クリニック
から中核病院等
への救急搬送時

すでにブータンやタイ、ミャンマーなど複数の国で導入・利用されている

産科医不足
離島・へき地

妊婦自身がコロナウイルスに感染
濃厚接触者に指定され外出できない
感染を避けるため、外出を控えたい

「Melody i」の導入・活用により、妊婦の通院
負担を軽減しつつ、健康状態の適切な管理を
実現

図1　「Melody i」のサービスイメージ
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「Melody i」
クラウドサーバ

●病院または患者自宅などで胎児心拍・陣痛を計測

「Melody i」（分娩監視装置iCTG）

Wi-Fi

計測用タブレット

●データはクラウドサーバに保存
●過去データの参照も簡単
●必要なページのみ印刷

監視装置・タブレット間は
Bluetooth接続

計測場所を選ばない

遠隔医療

医師の診断

PC/スマートデバイスなど

●手もとのタブレット・スマホ・PCから
医師がリアルタイムでデータを確認
●医師と患者が離れた場所にいても、
母子の健康状態の把握や必要な指導ができる

妊婦

LTE

妊婦のお腹にあてて胎児心拍と陣痛を計測し、母子の健康
状態を把握。端末は微弱電波のBLTを利用しており身体へ
影響を与えない。（右上）
測定値は計測用タブレットからクラウドに保管される。（右下）

Founder & CEO
尾形優子氏

Bluetoothで通信分娩監視装置 iCTGの測定端末
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